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 純音聴力検査の表示方法としてオージオグラムが広く用いられている。オージオグラムは縦軸に聴力レ

ベル、横軸に周波数をプロットし、周波数別に気導および骨導閾値を記載する。この方式は国際的に確立

し、聴覚診療では最も重要な検査と言える。オージオグラムから、伝音難聴、感音難聴の鑑別も行うことが

できるが、突発性難聴など時系列を追って臨床経過を観察する必要のある疾患では、オージオグラムの表

示方式は時系列情報を加味した形式に改善することも必要ではないかと、本研究では提起している。 
 
そこで、本研究では時系列情報を加味した 5 つのデータ表示形式に対して全国の耳鼻咽喉科医を対象にア

ンケート調査を行い、経験年数、電子カルテの習熟度などをもとに時系列情報の視認性、そして臨床実地で

の使いやすさについて解析した。その結果、重ね書きしたオージオグラムが最も評価が高いという結論を

導き出すことができた。オージオグラムの表示形式は確立されていると言えるが、診療録の表示方式が紙

カルテから電子カルテに移行しつつある現在、本研究では複数のオージオグラムからなる時系列情報が表

示しにくくなっていることを明らかにし、時系列情報の視認性を向上させた新たな表示形式を提案するこ

とができた。 
 
主論文は、医療情報の高度化、デジタル化の流れの中で電子カルテ上のオージオグラムの新しい表示方式

を提案し評価を行った上述の研究であり、その成果はすでに IF の付加された英文誌に掲載済みである。さ

らに、聴覚に関連した 2 編の臨床論文が参考論文として添えられている。 
 
本研究は聴覚障害の検査に最も重要な位置を占める純音聴力検査のデータ表示方法について医療情報学的

な視点から新たなアイデアを提示し価値ある新知見を示したと評価できる。 
 

 よって本論文は、博士（医学）の学位を授与されるのに値するものと認める。 
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